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⽇本⼈若年⼥性のBMI の推移と業種別健康問題の検討 
 

令和元年度の国⺠健康・栄養調査では、肥満者(BMI≥25kg/m2)の割合は男性で 33.0%、
⼥性で 22.3%であり、やせの者の割合は男性で 3.9%、⼥性で 11.5%となっている。特に
20 歳代⼥性のやせの割合は 20.7%であり、健康⽇本 21（第⼆次）の⽬標値である 20%を
上回っている。また、若年⼥性のやせは貧⾎、無⽉経、⾻粗鬆症、低体重児の出産などに
つながり、本⼈のみならず次世代にまで影響を与えることが⽰されている。 

海外においては若年成⼈の BMI の変化を追跡した先⾏研究がいくつか存在するが、⽇本
やアジアの⼀部の先進国に特有の若年⼥性のやせについてはほとんど注⽬されていない。
また、⽇本においても若年⼥性の BMI の推移や業種別の傾向について着⽬した研究は少な
い。本研究により働く若年⼥性の健康問題の正確な把握を⾏うことは、公衆衛⽣の観点から
対策を⾏う上で重要と考える。 

本研究では、公益財団法⼈パブリックヘルスリサーチセンターが保有する職域健康診断
データを⽤いる。抄読会では、若年⼥性の BMI に関する先⾏研究や若年⼥性のやせに関
連する疾患、使⽤するデータについて紹介する。 
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